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は じ め に

陸奥湾のアカガイは､従来からホクテガイと並んで重要な水産資源と在ってかb､その産業的を価値

は高い｡

ホクテガイについては､近年天然採苗事業の進展や計画的な漁場管理により一応安定 した漁業形態 と

なって来ているのに比べ､777ガイの漁獲量は第 1表のとおり年々減少の一途をたどっている0

第 1表 陸奥湾のアカガイ資源の消長と漁獲状況

年 産 資 源 量 (t)健 奥湾東部) 漁 獲 量 (t) 年 度 資 源 量 什ー値 奥湾東部) 漁 獲

量 (t)昭 25 2,825 20 55

2,825 40726 522

56 5,DO古 54527 1

,155 57 5,088 69528 1,545 58 2,164 510

29 2,069 844 59 2,5

04 19530 1,655

519 40 716 10531 1,480 禁 漁 41 -

6532 1,788 〟〟 42

556 5033 2,160 45 - 9734 2,609 ･45

2 44 890 51アカガイ漁業のふるわない原因はいろいろあるが､ホタテガイに比

べて天然採苗の能率があがらず､放流に必要な稚貝が確保 し難い事､また放流効果が確認されるに致
っていないことなどが先づ第-にあげ られ る

と思 う｡この種苗確保の方法として､陸奥湾では天然採苗のみで不充分であるとすれば､人工 採 苗につい
てもまた考慮すべきであろう｡当センターにおいては､この様な考え方から､昭和43年以来､アカガイの人工採苗に

ついて検討 して来たが､昭和 45年にいたbどうにか種苗生産の可能性を見出し得るにいたったので

､ここにその結果を報告する｡報告に先立ち幼生の飼育についていろいろと指導をあたえて下さった兵庫県水産



くお礼申し上げる｡

なお､詳細については青水増資料 S･46･-_'Vn:4に報告済みであるO

材料および方法

(1) 母 月

(a)兵庫県産母月については､第2表に示 した ような2年月を使用 した.母月の輸送は､7月17日

6時 より18日9時まで27時間を要 した.

第2表 兵庫県産母月の大きさ

_Vo: (cm) (cm) (cm) (タ) (年) (g) 軟体
(9)性 別殻 長p穀 高 殻 巾 全 重 量

年 令 穀 重 量 部 重 量 .1 8.5 6.4

5.4 140 2 56 54 谷2 7.5 5.9 5.1 108 2 44 44

杏.3 7.5 5.7 5.1 122

2 46 46 a4 8.4 5.8 5

.0 125 2 44 50 杏5 7.9 6.5 5.5 116 2 52 50

S6 7.7. 6.1 5.4 150

2 50 50 S7 8.0 6.0 5

.4 152 2 48 50 ♀8 8.4 6.4 5.4 158 2 55 55 ♀

9 7.5 5.6 5.0 110 2 4

5 46 ♀10 7.5 5.5 5.0

125 2 45 45 谷ll 7.8 6.2 5.4 118 2 50 52 杏

12 7.7 6.2 5.5 115 2 47 45 ち13

8.2 i.6 5.1 120 2 47 45 814 8.1 6.2

5.5 125 2 52 50 谷15 7.9 6.5 5.

2 120 2 50 48 谷方法はダン,if-ル箱内を発泡スチロールで覆い､上面

に細氷をのせて運搬した｡途中上野､仙台で容器内を副温 したところそれぞれ 10.8℃､12.5℃であった｡

到着後､直ちに

15oCの冷海水をかけ流 し産卵を抑制した｡(b) 陸奥 湾 産7月 14日か ら8月28日にかけ､

7回にゎた bむつ市大湊の沖合 15- 207n層のところから､それぞれ 20､18､11､16､14､9､,



第 3表 陸奥湾産母貝の大きさ

_4,0: (cn) (cTn) (cm) (9) (年) (,g) 軟体
｢ダ)性 別穀 良 穀 高 穀 巾 全 重 量

年 令 穀 重 量 薪 重 量1 15.0 8.7

7.0 595 156 156 ♀2 ll.8 8.4 6.8 544 124 114

♀3 ll.7 8.1 6.0 282 92

112 谷4 15.8 ll.6 9.7 8

20 558 271 早5 14.5 10.

4 8.1 552 252 184 早6 ll.8 7.4 7.0 522 126

154 ♀7 15.6 9.6 8.5 55

8 240 258 ♀8 9.8 7.1

5.6 186 64 74 S9 10.2 7.8 6.5 254 88 82 ♀

10 10.0 7.5 5.5 190 62 7

4 8ll 12.5 8.5 6.6 540

154 128 ♀12 8.9 7.0 5.8

174 60 70 ♀13 15.2 10.6 8

.6 675 210 220 杏14 15.0 10.5 8.7 690

185 190 谷15 15.7 9.8 8.0 540

160 170 ち取 り出し302パンライト水槽に移し引き続き放卵､放精を行なわせた｡

その後､精子の入っている海水を極く少量 (3- 5cc程度)添加して受精を行なわせた｡約 4

0分毎にろ過海永 (19- 21℃)で5回卵洗雁を行なった｡(3) 浮遊幼生の飼育容量5

0- 802のポ リバケツおよび0.6トンフルコンクイ (商品名ポリダイヤシー ト)水槽を使用した｡飼育水槽は､あらかじめウォーター

バス型式で保温 しておき､これにD型幼生を放善し飼育を開始 した｡飼育中は全期間を通 じ軽い通気を行な

った｡水槽の上面は黒色ポリエチL/ンシ- トで覆い､水槽内に植物プラ/クト/が発生するのを出来る

だけ防いだ.照度は直射日光の当る時でも200Luxを越えることはなかった｡換水は 140-

150ミクロンの殻長期までは､毎 日飼育海水の l/4-- I/5 の交換を行なったo方法は直径

8cmの塩 ビパイプの一端を100ミクロン目ミューラガーゼで覆い､飼育水槽中に立て､その中に

ゴムホースの一端を入れサイフオン型式で排水 した｡注水は渡過器 (商品名-イフレッシャー)を通 し､特に水温の調節を行なわず 52/min.の流量の海
水を注いだ.第3回飼育の時には浮･遊幼生が殻頂期に達した後は､3日毎に飼育水の全換水を行な



餌料としては Chaetoceroscalcitrans,Monochrysis lutheri,PhaeDdactylLm tricornuttm

(以後各々Ch.Mc.Ph.と称する)を毎 日水換え後給餌 した｡給餌量は､各餌料それぞれ初期I)型

よb150ミクロ./まで5,000cells/cc/day, 150-200ヾクロンまで25,000cells/

cc/day, 200-250ミクロンの付着期までは 50,000cells/cc/day, 付 着期から海中に

垂下するまで100.000cells/cc/day の毒を与えた｡また飼育の後期に所定の餌料が不足を来
すこともあったが､その場合にはPh. を追加 し補った.

(4)付着稚貝の飼育

浮遊幼生は 220- 250ミク ロン程で足を出し水槽の壁面をほふ くするようになる｡
採苗器 としては開閉式ネットにシュロ皮のせんいを薄くはさみ水槽内に垂下 した｡その後20日間

給餌し付着稚貝の大きさが2,500- 4,500ミクロン程度になるまで飼育してから玉ネギ袋で覆い

をし海中に垂下した｡

写真1 コレクター(

5) 餌料生物の培養幼生の飼育に用いた餌料生物の培養液の組成は､第4

表のとおDである｡Mc. Ph.は 10Je容木口瓶 (培養量 8-9.a)､Ch.は 22容平底フラ

スコ (培養量 1.8- i.9,a)を使用した｡前者は80cc､後者は 100oC程度にオートクレーゲイングしたも

のを使用 した｡Mc.は 50万cells/ccで植継 ぎ約 2週間で300万cells/cc,Ch.は 100

万cells/ccか ら約 5日で1,000万cells/cc程度に増殖し

たものを使用 した｡各餌料は培養液とともに給餌 し



第 4表 培養液の組成

(註)米1 P6metals

D.W .

Na2･EDTA

紹

1,000me ZnC12

3･0ダ CoCl2･6H20

FeC13･6H20 O･387g CuSO4･5H120

MnC12･4H20 O･432g Na2MoO4･2H20

H3BO3 3･439

米2､-,*3はCh.の培養時にのみ添加

米4はMc.U)培養時にのみ添加

ⅤⅠ

D.M.

VitaminBl

" H

〝 B12

Ph･の培養液は①～㊥液を添加

･果

1,000mB

I0Oか呼

lJ押

0.2聯

().0313g

o.01219

0.0047g

O.126 9

(1) 産卵誘発と初期発生

産卵誘発状況は､･第5表のとお bである｡

兵庫県産の ものIは79.1%と高い誘発率を示 したが､陸奥湾産の ものは7月下旬～ 8月上旬にかけ

て主として誘発に反応 したOまた､アカガイの卵は赤桃色を呈 し､兵庫県産の ものの卵径は45-ヽヽ

50ミクロンで､陸奥湾産のものは68-80ミクロンで20- 30ミクロンの差が見られた｡

受精卵の発生経過は､水温23-25℃で第6表に示すとおbである｡

-83-



第 5表 産卵誘発状況

産 地 採 捕 月 日 誘 発 月 日 使用個体数 誘発された個数 誘 発 率 備 考

谷 ･♀兵 庫 県 産 価 但) (可 (jr) 桝 ㈲ 第 1回飼育7

.14 24 15 4 79.1陸 奥 湾 産 7.14 7.28 20 10550 4220 56.

844.425.50第2回飼育第 3回飼育-(大湊) 7.288.48.ll8.188.21 7.288

.48.198.198.21

18ll161498.28 8.28 9 0 0
0計 - - 121 55 12 - -

第6表 アカガイの初期発生経過

発 生 段 階 発 生 時 間Pola

r body r極体) 50- 40分2 岸田 胞 期 約 1.5-

2.0時間4 糸田 胞 期

約 2.0- 2.5時間胞

腔期 (せん毛が生 じ回転運動が始まる) 約 6.5- 7.0時間浮 上 開 始 約 15- 14時間

D 型 幼 生 約 18- 20時間

D型幼生になった時､浮上 した幼生をサイフオンでくみとり沈澱物および浮上のおくれた幼生は除

去 した｡(21 幼生の飼育と成



第 7表 アカガイ飼育方法とその結果

-

8

5

-

回 数 水 槽,/VnI 飼 育 水 槽 の種 類 と 容 量 幼 生 収 容密 度(個/A) 餌 の 種 類 殻 長 期までの日数個 付 着 期までの日数(冒) 付 着 期 までの生存率(% 推 畠相 着 数

(万個) 備 考第1回飼育(7月20日産卵) 12545678 80Lポ リバ ケ ツ802ポ リバ ケ ツ502ポ リバ ケ ツ60Lポ リバ ケ ツ5002ダイライ ト水槽5002フルコンクイ水槽5002フルコンクイ水槽5002フルコンクイ水槽 5005001,0001,0001,0001,0001,0001,000 Mc.Mc..Ch.･Ch.Mc.Mc.Ch.Ch. 21 24 20

10 22～ 25℃兵庫産母月第 飼2回 育(8月4日産卵) 125 5002フルコンクイ水槽5002フルコンクイ水槽5002フルコンク イ水槽 1,0001,0001,000 Mc.Mc.一十 Ch.Ch. - ■■■- 24- 25℃陸奥湾母月飼育 15日で配管

故障のため水換え不能となる 〔150- 120ミクロ/)第 飼3回 育(8月18日産卵) 125 5002フルコンクイ水槽5002フルコンク イ水槽500.aフルコンクイ水槽 1,0001,0001,000 Mc.Mc.+Ch.Ch. 2015ll 272219



(i)第 1回飼育

飼育はフルコンクイ水槽およびポリエチレンバケツをど､8水槽を用いて飼育したが､その結果

は第 図のようにをった.
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JW id 々 dC (顔晴嘩第 1図 第 1回アカガイ幼生の飼育推移このうち付着期まで到達出来たのは 1例のみで

､その他は飼育後 2- 3週間で 120- 150ミクロンの大きさで殆んどが全威 した

｡成功を見た 1例は餌料として Ch.のみを給餌し､飼育槽は フルコンクイ水槽を便崩 した｡

付着期 (24日日)までの歩留D

は40%程度であるが 220-250ミクロン程度になっても若干弟死する幼生が観察された｡

水換えは､付



日サイフオンで排水しながら､ろ過海水を給水し飼育を行なった｡

失敗した水槽は､10日日頃より原生動物が急速に増えはじめ､沈降する幼生を食害し･た｡
(ii)第2回飼育
飼育はフルコンクイ水槽 3槽 を用 いて行なった｡ 水換え方法は､第1回飼飼育の場合と同じで

かをbJ頃調を成育を示したO飼育後 13日で120-150ミクロンになった時､給水管の故障に
より水換えが出来なくなり､ 5日間そのまま放置 した｡その間､成長が思わしくなく原生動物が増

えはじめ､飼育後20日目で3水槽とも中止せざるを碍なくなった｡その時の死殻は､最大穀長

160ミクロンであった.

(iii) 第3回飼育

飼育はフルコンクイ水槽3槽を使用し､飼料はそれぞれCh.,Ch.+Mc.,Mc.の3槽を用いて行

在った.飼育経過は､第2図に示 したとおりで飼育後 7日日頃より､それぞれ成長に差が見られ､

Ch.のみの場合早いもので10日日頃より殻頂期に入 り230ミクロンとな り､他の2者と比べると
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かなり早いテンポで付着期に到達 しているo飼育後 19日目で付着期幼生の生有家は 40% 程度で

あった｡

3水槽のうち最も成長のおくれたのは.Mc.のみを餌にした水槽で､飼育後 19日日頃にどうにか

殻頂期に達し､その後急激夜成長を示し26日目に水槽の壁面をほふくして●いる幼生を観察 した｡

この場合の生存率は非常に悪 く5%程度でよい成績とは言えない状況であった｡

死殻は120-130ミクロン､ 220-25●0ミクロンのものが多く弟死はこの時期に多かっ

たものと思われる｡

M付 着 稚 貝
第 1回飼育では､付着期に達したのは･lO万個､第3回飼育の場合は3水槽でそれぞれ 20万個､

12.5万個､2.5万個で合計 45万個程度であった｡ これ らの幼生が｢応全部コレクタ-に付着し

た ものと計算するとコL,ククーの枚数は総数 58枚で､ 1枚当b平均 7,758個の付着と計算され

るが､実際にコレクターに付着し得た稚貝の数はこれよb余程少をいものであったと思われる.

その後 11月23日コレクター3枚を測定 してみたところ352個体､415個体､233個体

でおおよそ 1枚平均333個体の稚月の付着であれ この時の殻長組成は第4図に示 したとおりで

平均5･9mの大きさであったO

/



3月14日測定の結果では総数 1,825個体に激減してお り､あまb,思わしくをい成績であった.

穀長組成は第5図にかかげてあるが平均 7.7mmで天然採苗の2月6日測定稚貝の平均 11.6nnより

平均 3.9m′J､さくあまりよい成育とは言えない状態であった｡
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うに下限20℃よb上限30℃まで20分毎に2oCづつ徐々に加温し､30℃に適 した時から急激に低下させることを反復したが放卵､放精



兵庫県産と陸奥湾産の母月とでは卵径に20-30ミクロンの差が見られた｡しかしどちらも正常

な成育をしている｡兵庫県産の母月と陸奥湾産の母月とでは穀長､重量および年令に可成 りの差があ

り母貝の大きさによる影響から.くるのではをいかとも思われるがその確証はをho

(21 浮遊幼生の飼育

飼育水の換水につVlては､菅野､伊藤､今井､長谷川､伊丹などそれぞれいろいろの方法をとって
お り無換水､部分換水､全換水などで試験を行なっている｡

当センターでは過去 2ヶ年の試験では 3日毎に全換水を行なって飼育に失敗 している経験から､今

回は毎日飼育水の l/5 程度の部分換水を行なってみたo しかし第3回飼育の際は 10日日頃よb底

層に原生動物が増え始めたので殻頂期に適 した水槽より100ミクロンの ミューラ ーガーゼ を使用
し全換水を行をって見たところ､その後の成長が苦るしく､また発死する幼生 もなく傾調を成育を示

した｡ この換水方法は､幼生飼育の成否に非常に大きを影響を与えるものと思われ､今後とも充分な
吟味が必要である｡

伊丹 らは餌料生物についてMc.のみで､菅野はMonassp.で､それぞれ良い成 績 を得ている｡､当

センターではCh.,Ch.+Mc.,MG.の3者を用V,て試験を行なって見たが､Ch.のみが最 もよくMc.

のみが悪い結果に終っている.
このことは､餌科の量の問題､質の問題その他いろいろを条件が重なって出来た結果であってこれ

もまた今後の検討に待つところがあると思われる｡

(3)付 着 稚 月

(a)水槽内飼育

水槽内での成長は､伊丹の飼育日数 25日で最高410ミクロン平均250ミクロンにくらべ､

今回のCh.のみを餌にした場合には同 じ日数で最高450ミクロン平均370ミクロンとなってい

る.付着期の生残率は､同じ25日で伊丹がMc･を餌料とした例で､62.5%､今回のCh.のみで

は､40.0%であったO

採苗方法として､兵庫県では採苗器を入れずに水槽壁に自然に付着させ､その後 コL'ククーに散
布する方法をとっているので付着数の計算などは比軟的容易に出来る.当センターでは付着期に飼

育水槽内にコレクターを垂下し採苗を行なったが､ この方法ではコレクタ-当Dの付着数が明確で

夜V,欠点がある.

またコレクターを投入 してから海中に垂下するまでの間に水槽内の水質の保持の問題､餌の量の

'問題などで歩留 りに大きく影響しているのではないかとも考えられるO

(b) 海中飼育

海中に垂下 してからの歩留bも非常に悪 く11月23日にはコレクター1枚当り･333個体の付
着であった ものが3月14日には総数で 1,825個体と減 っている｡これは初期付着稚月がコレ

クターに付着せずはふくし､また他の生物による食害あるいは離脱する稚貝も可成bあb､減耗
するのではないかと考えられる｡

このように付着稚貝の飼育に関しては､コレクターの問題､海中に垂下.してからの離脱の問題､
コレクター当りの密度の問題などいろいろを課題が今後の問題 として残されている.
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